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東京2020オリパラ調達コードのレガシー

• 最優先とした認証原料による調達の実現（94.7％）
• 多様なステークホルダーによる漁業改善、養殖改善プロ
ジェクトが対象となったこと

• 国内の持続可能な水産物調達推進の実現
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残された課題

• 非認証製品に対する客観的なレーティングの活用
ー 第三者（研究機関やNGOなど）が公表しているガイドなどの
活用
ー 国際的なレーティングアライアンスに従った手法での開発も
多い
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令和2年 水産白書より

資源回復に向けた実効性ある管理計画の後押しを

令和2年 水産白書より
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2025年に向けた新たな課題

• IUU（違法、無報告、無規制）漁業と人権侵害の問題

「水産物流通適正化法」の施行や企業によるDDの導入

ートレーサビリティにおける国際的なKDEs（重要データ要素）の
ハーモナイザーション

ー漁船漁業に特化した国際的なアセスツールの利用拡大
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トレーサビリティの改善

・水産物トレーサビリティの目的は、「IUU漁業
由来の原料の流入をどう防ぐか」という観点に
重きを置くように

・漁獲証明書などにおけるデータの収集・確認
に基準

・2025年までには国際的な改善が見込まれる
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人権侵害問題への対応

• 年々、船上での人権侵害の摘発が増
加

• 持続可能性だけではなく、人権DD
も含めた「責任ある調達」の必要性
が水産業界でも定着しつつある

https://unitedpeople.jp/ghost/より引用
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国際的なリスクアセスツ
ール

８



ありがとうございました

Thank you very much!
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